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構成法に関する研究の成果をまとめたものであり，全文は以下の 7 章から構成されている o
第 1 章の序論では，基幹ATM 網について概説し，網内で発生した障害の及ぼす影響とその対処の重要性について
述べており，併せて本論文の位置付けを論述している o
第 2 章では，高信頼基幹 ATM 網を実現するための必須技術と適切な網構成法の概観について述べている。自動故
障回復技術として提唱されているセルフヒーリング技術に加え，網障害発生時におけるトラヒック疎通の程度を適切
なクラスに分類して対処する技術も必要であることを提案している D さらに，網構成法に関して， トラヒック疎通能
力クラスとして 3 つの信頼度クラスに分けることが望ましく，各クラスに対する有効なトラヒック収容・管理法を明
らかにしている。
第 3 章では，高信頼基幹 ATM 網を実現する基本技術のーっとして，セルフヒーリング方式に，メッセージ・ウオー
ルという概念を導入して無駄なメッセージを抑圧し，複数障害情報から短時間で復旧パスを設定できるルート選択ア
ルゴリズムを導入した， Real-time セルフヒーリング方式(動的故障復旧方式)を提案している。さらに， この方
式について，その有効性をシミュレーションにより明らかにしている。
第 4 章では， ATM 網における回線設定の基本となるバーチャルパス (VP) 回線について， セルフヒーリング方
式を採用した場合に，回線が使用される帯域が変化することによる故障復旧性能への影響について論述しており，
Real-time セルフヒーリング方式が有効であることを明らかにしている。
第 5 章では，第 2 章で提案した高信頼基幹 ATM 網におけるセルフヒーリング方式の設計パラメータについて詳述
しており， 2 種類のタイマーを使用し，新しい予備容量再予約規則を設定することが必要であることを提案し，計算
機シミュレーションにより，その有効性を明らかにしている o
















(3) Real-time セルフヒーリング方式は， ATM 網における回線設定の基本となるバーチャルパス CVP) 回線に
おいて，その回線の使用帯域が変化する場合においても優れた故障復旧性能が得られることを明らかにしてい
る。
(4) Real-time セルフヒーリング方式における設計パラメータとして， 2 種類のタイマーを設定し，新しい予備
容量再予約規則を適用することが重要であることを提案し，計算機シミュレーションにより，その有効性を明
らかにしている。
(5) 高信頼基幹 ATM 網を設計するに当たり，現用容量と故障復旧用予備容量のオーバーラップ利用の概念を導入
することにより，網全体の容量を節減することができることを，設計例を挙げて明らかにしている。
以上のように，本論文は，高速広帯域マルチメディアネットワークを，障害発生時にも安定に運用できる新しい技
術を提案しており，その技術の有効性については計算機シミュレーションにより明らかにしており，得られた成果の
妥当性，有用性は極めて高く評価され，通信工学，情報通信ネットワーク工学の発屡に寄与するところが極めて大き
い。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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